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《ごあいさつ》 

                神宮の荘厳さに心洗われました 
                                        副会長 川上壽昭 
新年明けましておめでとうございます。会員の皆様には健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び

申しあげます。 
昨年は、ミートボール事件に端を発した食品偽装に始まり、老後の生活を奪

うような年金不払い問題、そして、防衛省事務次官の収賄事件と真面目に生活

している国民を冒涜するようなニュースばかりが飛び込んでくる中で、極めつ

けは、どこそこで「また、子供が親を殺し、親が子供を殺めました」との報道

を聞くたびに、やり場のない憤りを覚える一年でした。 
 そんな折、昨年 10 月に開催されました FAR 会恒例の秋の集いでは、前越先

生、木村先生のお世話により「日本人の心の故郷」伊勢神宮に正式参拝できるという、貴重な良き思

い出をつくることができたと改めてお礼と感謝を申しあげます。 
静寂なたたずまいの中に建つ神宮の荘厳さに心洗われました。 

勤め帰りに立ち寄った本屋で一冊の本に目がとまりました。世相を反映しているかのような一節があ

りましたので紹介します。 
「インターネットのメールだけで用件を済ませる人が

多い。そこで交わされる挨拶には当然ながら「言葉」に

よるものだけである。肉声も聞こえなければ手書きの文

字でもないので、そこからは相手の身体性が全く伝わっ

てこない。それに慣れきっている人も多いだろうが、実

はそこで多大なストレスが生じるような気がしてならな

い。無味乾燥なデジタルデータからは、相手の感情、本

音、体調といったものが見えてこないからだ。 
そのため、友好的に見える言葉の裏側に何かネガティ

ブな感情が隠されているのではないかと疑心暗鬼になっ

てしまう。」（早朝座禅 凛とした生活のすすめ 山折 

哲雄著） 
 この 1 年、会員の皆様には益々ご壮健にてご活躍され

ますことと併せてＦＡＲ会の発展を祈念申し上げ、横浜

で再会できますことを楽しみにしております。 
 
 

 


